いきにんぎょう 

であった。 河内 屋の生 人形、 と 近所の ものが 評判した。 

浦 子 は 一人娘であった。 それや これ やで 親た ち は 

ふびん か わ 

不憫 を 添へ て 可愛 ゆがった。 白痴 娘 を 持つ 親の 意地 か 

ら婿は 是非とも 秀才 をと 十一 一分の 条件 を 用意して 八方 

を 探した。 河内 屋は 東京 近郊の X 町 切っての 資産家 だ 

つた。 

三人 ほど 官立 大学 出の 青年が 進んで 婿の 候補者に 立 

つた。 しかし 彼等が 見合 ひかた ぐ 河内 屋に 滞在して 

さじ 

ゐる うちに 彼等 はこと ごとく 匙 を 投げた。 「紙！」 

「紙！」 浦 子 は 便所へ 入って 戸 を 開けた まま 未来の 夫 

を 呼んで 落し紙 を 持って来させる やうな 白痴 振り を 平 



気でした。 

松 崎 は 婿の 候補者と いふ わけではなかった。 評判 を 

聞きつ けて 面白半分 娘 見物に 来たの だった。 松 崎 は 

あゆつ り 

鮎 釣が 好きだった ところから それ を かこ つけに 同業の 

伯父から 紹介状 を 貰って 河内 屋に 泊り込んで ゐた。 X 

町の そばに は 鮎の ゐる瀬 川が 流れて 季節 の 間 は 相当 

にぎわ 

賑 つた。 松 崎 は 工科 出の 健康な 青年で 秋口から 東北 

の 鉱山 へ 勤める 就職口 も 定ま つて ゐた。 

もはや 婿養子の 望み も 絶った 親た ち はせ めて 将来 自 

分 一 人で 用 を 足せる やうに と 浦 子に 日常の やさしい 生 

活 事務 をポッ く教へ 込む ことに 努力 を 向け かへ てゐ 



てゐ た。 そこへ 浦 子が 

_ I お金が 汗をか いたわ。」 

といって 帰って来た。 

—— 松 崎さん。 こんなお 金で おし ほせん 買へ て？」 

しおせん ベ い 

この 疑 ひの ために 浦 子 は そのまま 塩 煎 餅屋の 前から 

引返して 来たの だ。 

松 崎 は 眼 を 丸く して 浦 子の 顔 を 見た。 むつく り 高い 

しもぶ く 

鼻。 はかった やうに ゑく ぼ を 左右へ 彫り 込んだ 下膨れ 

ほお くく が ぴ 

の頰。 豊かに 括った 朱の 唇。 そして 蛾 眉の 下に 黒い 瞳 

が どこ を 見る ともなく 煙って ゐる。 矢が すりの 銘仙に 

ぶんきん しゅうち 

文 金の 高島田。 そこに 一 点の 羞恥の 影 も 無い。 松 崎 は 



なた の 買物に 行く ときにはい つ でも 一 しょに 行って あ 

げ ますよ ご 

その 秋に 松 崎 は 浦 子 を 妻に 貰 つ て 東北の 任地 へ 立つ 

て 行った。 

X X 

これ は あの 大柄で 人の 好 ささうな 貨幣 一 円 銀貨が 日 

本に あった 時分の 話で ある。 

今、 イギリスの 半 クラウンの 銀貨が あれに よく 似て 

ゐる。 私 は ロンドンで この 銀貨 を 握って その 面に 汗 を 

マ ニキ ヤン 

見る ときに なぜか 「飾 人形の 純真さ」。 

こんな 詩の 題目め くこと を 心に 浮べた。 
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